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第
四
五
回
記
念
新
日
美
展
を
終
え
て 

実
行
委
員
長 

篠 

光
定 

 

厳
し
い
情
勢
の
下
様
々
な
制
約

が
あ
る
中
、
節
目
と
な
る
第
四
五

回
記
念
新
日
美
展
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
大
会
に
ご
出
品
い
た
だ
い
た

作
家
の
皆
様
、
新
日
美
展
開
催
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止

に
注
意
し
な
が
ら
、
準
備
か
ら
会

期
終
了
ま
で
、
今
ま
で
と
は
違
う

対
応
対
策
を
迫
ら
れ
ま
し
た
が
、

全
国
か
ら
二
一
五
の
作
品
が
集
ま

り
、
ご
来
場
へ
の
ご
招
待
状
送
付
を

控
え
な
が
ら
も
、20

0
0

人
を
超
え

る
来
場
者
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

会
場
に
並
ぶ
大
小
様
々
な
作
品
に

よ
り
多
様
多
彩
な
造
形
芸
術
の
空

間
と
な
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
三
密
を
避
け
て

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
絵

画
、
工
芸
共
に
作
家
達
の
作
品
に

対
す
る
熱
心
な
探
求
心
が
講
師
に

対
す
る
質
問
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

 

控
え
な
が
ら
も
、
二
〇
〇
〇
人
を

超
え
る
来
場
者
を
お
迎
え
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

会
場
に
並
ぶ
大
小
様
々
な
作
品

に
よ
り
多
様
多
彩
な
造
形
芸
術
の

空
間
と
な
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
三
密
を
避

け
て
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、

絵
画
、
工
芸
共
に
作
家
達
の
作
品

に
対
す
る
熱
心
な
探
求
心
が
講
師

に
対
す
る
質
問
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。 全

国
の
様
々
な
作
家
た
ち
が
そ

の
持
ち
味
を
表
現
し
、
各
々
の
技

術
、
心
を
持
ち
寄
っ
て
互
い
に
刺

激
、
感
動
を
得
て
自
ら
の
技
量
を

高
め
る
場
づ
く
り
時
間
づ
く
り
を

目
指
す
美
術
展
が
、
こ
れ
か
ら
も

美
術
、
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。 

こ
の
後
の
京
都
巡
回
展
は
、
今 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

篠 光定 

 

ま
で
の
開
催
時
期
と
は
違
い
、
紅
葉
か

ら
初
冬
へ
の
移
ろ
い
美
し
い
一
二
月
初

旬
に
京
都
文
化
博
物
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
す
。 

又
来
年
の
第
四
六
回
新
日
美
展
も

二
〇
二
二
年
一
〇
月
一
五
日
か
ら
と

予
定
し
て
お
り
、
会
場
も
東
京
都
美
術

館
の
一
階
第
一
と
第
二
展
示
室
に
な

り
ま
す
。 

次
回
に
向
け
て
皆
様
の
素
晴
ら
し
い

作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

外
部
審
査
員 

芳
賀
先
生
に
よ
る 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク 

委
員 

児
玉
八
千
穂 

 

ト
ー
ク
は
一
〇
月
三
日
午
後
二
時

過
ぎ
に
第
九
室
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
一
〇
数
人
で
し
た
。
会

場
を
回
っ
て
の
芳
賀
先
生
の
見
解
の
抜

粋
で
す
。 

「
作
品
に
は
大
切
な
点
が
三
つ
あ
り

ま
す
。
一
つ
目
は
形
。
二
つ
目
は
色
彩

…

調
和
や
強
調
。
三
つ
目
は
、
作
者
が

描
き
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
が
描
け
て
い

る
の
か
。
そ
れ
が
鑑
賞
者
に
伝
わ
る
の

か
」
と
の
こ
と
。
一
般
・
小
品
部
門
で
は

描
き
込
む
部
分
と
、
遠
景
等
の
大
胆

な
省
略
も
必
要
だ
と
の
見
解
。
準
会

員
・
会
友
・
会
員
絵
画
で
は
明
度
・
彩

度
の
色
彩
に
つ
い
て
の
見
解
が
多
く
、

特
に
木
々
は
夏
に
は
殆
ど
の
葉
が
同
じ 

 

色
に
な
る
が
、
四
月
末
か
ら
五
月
の
連
休

の
頃
は
木
に
よ
っ
て
緑
色
が
違
う
の
で
、
そ

の
頃
に
観
察
す
る
べ
き
だ
と
の
こ
と
。
ま

た
、
水
に
映
る
風
景
で
は
、
水
の
揺
ら
ぎ

と
色
調
の
観
察
が
必
要
と
の
こ
と
。
工
芸

は
全
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
素
材
を
生
か
す

こ
と
が
大
事
だ
と
の
こ
と
。 

今
回
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
絵
画

の
上
原
さ
ん
の
作
品
に
対
す
る
見
解
で

「
目
で
捉
え
、
心
で
捉
え
る
が
出
来
て
い
ま

す
」
。
制
作
で
最
も
大
切
な
核
心
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 
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出品作品一覧 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
新型コロナウイルス感染予防対策を 
徹底して、ギャラリートークを実施 

 
 

 


